
○下野市こども発達支援センター条例

平成１８年１月１０日

条例第１０８号

改正 平成１８年９月２５日条例第２０４号

平成２０年３月１９日条例第２１号

平成２４年１２月２１日条例第３９号

平成２９年３月２７日条例第１２号

平成３０年３月２３日条例第１２号

（設置）

第１条 心身に障害のある小学生までの児童（以下「心身障害児」という。）に対

し、障害児通所支援として、日常生活における基本的動作の指導や集団生活への

適応訓練等を実施することによって、その育成を助長し、心身障害児の福祉の増

進を図るため、こども発達支援センターを設置する。

（平２０条例２１・平２４条例３９・一部改正）

（名称及び位置）

第２条 こども発達支援センターの名称及び位置は、次のとおりとする。

（１） 名称 下野市こども発達支援センターこばと園（以下「こばと園」とい

う。）

（２） 位置 下野市下古山１２２０番地

（平２９条例１２・一部改正）

（管理及び運営）

第３条 こばと園は、常に良好な状態で管理し、その目的を最も効果的に運営しな

ければならない。

（平３０条例１２・一部改正）

（運営委員会）

第４条 こばと園の適切な運営を図るため、下野市こども発達支援センターこばと

園運営委員会（以下「運営委員会」という。）を置く。

２ 運営委員会の委員の定数は１０人以内とし、市長が委嘱し、任期は２年とする。

ただし、欠員により委嘱された委員の任期は、前任者の残任期間とする。
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（平３０条例１２・一部改正）

（利用者）

第５条 こばと園を利用することができる者は、下野市に住所を有する児童福祉法

（昭和２２年法律第１６４号）第２１条の５の７第９項に規定する通所受給者証

の交付を受けている心身障害児及びその保護者とする。

（平１８条例２０４・全改、平２４条例３９・平３０条例１２・一部改正）

（利用料）

第６条 市長は、こばと園を利用した心身障害児の保護者から、児童福祉法第２１

条の５の３第２項第２号に規定する額を利用料として徴収するものとする。

（平１８条例２０４・全改、平２４条例３９・平３０条例１２・一部改正）

（職員）

第７条 こばと園に、園長及び所要の職員を置く。

（委任）

第８条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

（平３０条例１２・旧第９条繰上）

附 則

（施行期日）

１ この条例は、平成１８年１月１０日から施行する。

（経過措置）

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の国分寺地区こども発達支援センタ

ー設置及び管理に関する条例（平成１４年国分寺町条例第１５号）の規定により

なされた処分、手続その他の行為は、この条例の相当規定によりなされたものと

みなす。

附 則（平成１８年９月２５日条例第２０４号）

この条例は、公布の日から施行し、平成１８年４月１日から適用する。

附 則（平成２０年３月１９日条例第２１号）

この条例は、平成２０年４月１日から施行する。

附 則（平成２４年１２月２１日条例第３９号）



この条例は、公布の日から施行し、改正後の下野市こども発達支援センター条例

の規定は、平成２４年４月１日から適用する。

附 則（平成２９年３月２７日条例第１２号）

この条例は、平成２９年４月１日から施行する。

附 則（平成３０年３月２３日条例第１２号）

（施行期日）

１ この条例は、平成３０年４月１日から施行する。

（経過措置）

２ この条例の施行の際現に改正前の下野市こども発達支援センター条例（以下「改

正前条例」という。）第５条の規定に基づきこばと園を利用している上三川町の

区域内に住所を有する利用者については、平成３３年３月３１日までの間は、こ

の条例による改正後の下野市こども発達支援センター条例第５条の規定にかかわ

らず、こばと園を利用することができる。この場合において、改正前条例第８条

の規定は、なおその効力を有する。


